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１．はじめに 

2020 年 11 月 6 日から 8 日にわたりグリーンインフラネ

ットワークジャパン 2020（GIJ2020 全国大会）が同実行委

員会主催のもとでオンライン開催された 1)．この開催は，

「グリーンインフラ（以下, GI と略す）への期待が社会の

いたる所で高まっています．自然環境や多様な生き物がも

たらす自然の資源や仕組みを活用することで，現代社会が

抱える多くの課題の解決に貢献し，豊かで魅力ある持続可

能な社会を築くことが，GI を進めていく」ことを目的とし

ている．「GI がもつ多様な機能を十分に引き出すためには，

社会のさまざまな主体が横断的に連携し，GI への理解を深

めつつ実践的な取組みを進めていくことが必要」として， 
22 のミーティング（A 農山村，B 沿岸漁村，C 都心・郊外，

D 空間横断その他）とポスター発表（Ⅰ防災・減災，Ⅱ生活

空間，Ⅲ都市空間，Ⅳ生態系保全）が開催された． 
グリーンインフラの定義はいくつか示されているが，日

本学術会議の提言2)を一例として図1に示した．すなわち，

「自然環境を生かし，地域固有の歴史・文化，生物多様性

を踏まえ，安全・安心でレジリエントなまちの形成と地球

環境の持続的維持，人々の命の尊厳を守るために，戦略的

計画に基づき構築される社会的共通資本である」と定義さ

れている． 
本報告は，多様で固有性の高い貴重動植物が生息・生育

する奄美群島国立公園地域内の大和村内の特別保護区域に

おいて必要とされた道路拡幅において，環境負荷を最小限

とする設計事例を紹介するとともに，この事例が GI とし

てどのように位置づけられるかについて試行的に考察し，

課題についてまとめるものである． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．対象地域の概要と環境調査 
 奄美大島の大部分は山地が海岸線までせまり，低地は河

口付近や北東部の笠利半島にわずかに分布するのみである．

大和村は奄美大島の中央北側に位置し，11 の集落はすべて

海に面し，背後には奄美群島最高峰の湯湾岳（奄美岳）と

それに山々がつらなっている．自然と共生し歴史・伝統文

化が継承される「小さくとも光輝く村」づくりを目指す, 人
口およそ 1500 人の村である 3)．また，台風の年平均接近数

は 30 年間（1981〜2010,気象庁）で 7.6 回，年平均降水量は

2832.7mm であり，土砂災害など防災対策も重要である． 
 図 2 は当該の路線全長（3.4㎞）および道路拡幅設計の対

象区間（1.5 ㎞）を示したものである．この路線は，福元地

区と湯湾地区を結ぶ生活道路とともに，世界遺産登録によ

り特別保護地域（第 2 種特別地域）に指定されている湯湾

岳等への観光道路としても利用されている．この路線では

図3に示されるように道路のり面崩壊箇所が3箇所あるが，

奄美大島に存在する NE-SW 方向の断層群と一致する傾向

が推察される．また，崩壊箇所の一部は貴重植物の生育範 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図1 グリーンインフラの構図(作成：中央大学研究開発機構グ

リーンインフラ研究室)2) 

 
図2 特別保護地域における道路路線と拡幅区間 

 
図3 ドローンによる路線と崩壊箇所の3D表示と貴重植物生育

範囲の例 
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囲となっている． 

表 1 は保護上重要な動植物の生息・生育状況の調査結果

学識経験者による道路拡幅工事に対して指摘された環境配

慮を示したものである 4)． 

３．環境配慮事項に基づく道路拡幅設計 

 道路拡幅の設計は，上述の学識経験者の指摘をふまえ，現

状の自然環境保全に配慮した改変量を最小限とする表 2 の

ような方針とした．また, 図4 は学識経験者のアドバイス

を踏まえて設計の見直しを行った 1 工区の拡幅改良の範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と変更の事例を示したものである．当初は観光バスと普通

自動車が離合できる幅員として交差点部を改良し, 希少種

をコントロールポイントとした狭小区間の拡幅を計画した

が, 改変量が大きいことから, 車両離合は現道残地を利用

する最小限の改良とし，自然環境負荷を軽減した． 

４．設計業務のGI としての評価の試み 

 上述のとおり多種多様な指定希少動植物が生息・生育す

る範囲における道路拡幅において，環境保全・環境負荷軽

減に配慮した設計を行った．この設計への取り組みをGIの
構成要素（文化歴史，自然環境，健康防災減災）および持

続可能な社会に向けた 17 の開発目標のうち関連する開発

目標 2)を示しこれらとの関係を表 3 に整理した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
５．あとがき 

 最近 GI の考え方による持続可能な地域づくりが積極的

に進められようとしている．今回，道路拡幅設計の取り組

みとGI が目指す方向（構成要素）との間にどのような関係

性があるか，また，SDGs の開発目標との関係について対

比を試みた．「小さくとも光輝く村」づくりを目指す大和村  

において，持続可能な地域づくりへの多くの構成要素を有

しており，それらの活用は今後の課題といえる． 
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表1 調査で確認された指定希少動植物と環境配慮事項 

 

表2 自然環境保全に配慮した設計方針 

 

 

 

図4 希少種保全のための道路拡幅見直しの例（1工区） 

1工区道路拡幅計画 

表3 道路拡幅設計とGIおよびSDGsとの関連性整理 
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